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ご注意

保証書

HP 製品およびサービスに対する保証は、 それらの製品およびサービスに付属している保証規定に

明記された条項に限られます。本書に記載された内容は、追加の保証を規定するものではあり ませ
ん。 HP は、本書の技術的および編集上の誤りや不備について、その責任を負わないものと します。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

本書で取り扱っているコンピュータ  ソフ ト ウェアは秘密情報であり、 その保有、使用、または複製

には、 HP から使用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コン

ピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェア ドキュ メンテーシ ョ ン、 および商業用製品の

技術データは、 ベンダ標準の商業用ライセンスのも とで、 米国政府にライセンスが付与されます。

著作権

© Copyright 1983-2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Adobe®、 Acrobat®、 および PostScript® は Adobe Systems Incorporated の商標です。

Motif® は、 米国およびその他の国々における  Open Software Foundation の登録商標です。

その他の製品名は各社の商標またはサービス  マークです。
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サポートについて

次の HP ソフ ト ウェア サポート専用 Web サイ ト を参照するこ とができます。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェア オンライン サポートでは、対話型テクニカル サポート  ツールをすぐにご利用い

ただけます。 このサポート  サイ トでは、 次の機能が用意されています。

• 技術情報の検索

• サポート  ケースの登録と ト ラ ッキング、 およびエンハンス メン ト要求の送信と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート連絡先の検索

• 利用可能なサービスの参照

• ユーザー同士のディ スカッシ ョ ン

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

ほとんどのサポート  エ リ アでは、 アクセスするために HP Passport ユーザーと して登録、 サイン

インする必要があ り ます。 また、 多くのサポート  エ リ アでサポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は以下を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport ID の登録は以下で行う こ とができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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1 HP Performance Agent のインストール

またはアップグレード
HP Performance Agent について

HP Performance Agent は、 ご使用の Linux システムから、パフォーマンス、 リ ソー

ス、およびト ランザクシ ョ ン  データを取り込みます。 また、最小限のシステム リ
ソースを使用して、 システム上の現在および過去の リ ソース  データに関するア

ラーム状態の連続的な収集、要約、タイム スタンプ作成、および検出を行います。

Performance Agent は、 VMware ESX Server でサポー ト される よ う にな り ま した。

詳細は、15 ページの 「仮想環境における  Performance Agent」 を参照して ください。

ローカル エクスポート機能、または HP Reporter や HP Performance Manager 4.0 以
降などの相補的な HP ソフ ト ウェア製品を使用して、 データを分析するこ とがで

きます。 さ らに、 Performance Agent は、 HP Network Node Manager (NNM) および

HP Operations Manager へのデータ  アクセス とアラーム通知機能を備えています。

Performance Agent は、データ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 技術を使用

して、 アプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 ネッ ト ワーク、 その他のオペレーティ
ング システムなどの外部データ  ソースからデータを受信し、アラーム状態を検出

し、 ログを記録します。

システムから  Performance Agent によって記録および保存された包括的なシステ

ム  パフォーマンス  データを使用して、 次のよ うなタスクが可能とな り ます。

• 環境の作業負荷の特徴づけ

• リ ソースの使用量と負荷バランスの分析

• 過去のデータの傾向分析とボ トルネッ クの分離および特定

• エラー状態への対応

本書における  Performance Manager とい う語は、 UNIX および Windows プラ ッ ト

フ ォーム対応のバージ ョ ン 4.0 およびそれ以降のみを指し ます。 Performance
Manager 3.x (PerfView) は、 Performance Agent for Linux には接続しません。
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• ト ランザクシ ョ ン応答時間に基づいたサービス  レベルの管理

• 容量計画の実行

• システム管理問題の事前の解決

HP Performance Agent に関する一般的な説明は、 『HP Performance Agent for UNIX
ユーザー マニュアル』 を参照して ください。

HP Operations Agent、 HP Operations Manager UNIX Management Server、 HP 
Performance Manager、 HP Performance Insight、 および OV Internet Services などの 
HP ソフ ト ウェア製品がインス トールされているシステムでは、 Performance 
Agent 4.70 のインス トール後に、 これらのソフ ト ウェアを再起動するこ とをお勧

めします。
8 第 1 章



インストール要件

HP Performance Agent をインス トールする前に、 システムがこのセクシ ョ ンに記

されている要件を満たしているこ とを確認して ください。

対応しているアーキテクチャおよびオペレーティング システム

のバージ ョ ン

以下の表は、 対応しているアーキテクチャおよびオペレーテ ィ ング システムの

バージ ョ ンです。

アーキテクチャ オペレーテ ィング システム

32 ビッ ト  Intel Pentium (x86) • RedHat Enterprise Linux (ES/AS/WS) 3、
4 および 5

• SuSE Enterprise Server 9.x および 10.x
• Debian 3.0 r2/r3/r4、 3.1
• Asianux 2.0 および 3.0
• TurboLinux Server 8 および 10
• VMware ESX Server 2.5.x および 3.0.x

64 ビッ ト  システム (x86_64) • RedHat Enterprise Linux (ES/AS/WS) 3、
4 および 5 

• SuSE Enterprise Server 9.x および 10.x
• Asianux 2.0 および 3.0
• VMware ESX Server 2.5.x および 3.0.x

64 ビッ ト  システム (IA64) • RedHat Enterprise Linux (ES/AS/WS) 4 
Update 4

• RedHat Enterprise Linux (ES/AS/WS) 5
• SuSE Enterprise Server 10.x
HP Performance Agent のインストールまたはアップグレード 9



ディスク  スペース

Performance Agent は /opt/perf/ および /opt/OV/ ディ レク ト リにインス トー

ルされており、 ログ ファ イルと ステータス  ファ イルを  /var/opt/perf/ およ

び /var/opt/OV/ ディ レク ト リに作成します。

• Performance Agent を初めてインス トールする場合は、 /opt/perf/ および /
opt/OV/ ディ レク ト リに約 50 MB のディ スク  スペースが必要です。

• Performance Agent データベースおよびステータス  ファ イルには、/var/opt/
perf/ および /var/opt/OV/ ディ レク ト リ に 125 MB のディ ス ク  スペー

スが必要です。

Performance Agent の初回のインス トールの際、 デフォル ト の parm ファ イルは、

ログ ファ イルのデータを最大で約 60 MB まで収集するよ うに設定されています。

parm ファ イルを編集して scopeux を再開始するこ とによ り、ログ ファ イルのサ

イズを変更できます。 parm ファ イルの編集、 parm ファ イルを使用してログ ファ

イルのデータ記憶領域を制限および構成する方法については、 『HP Performance
Agent for UNIX ユーザー マニュアル』 の第 2 章を参照してください。

新しいハード ウェアを追加した り、 設定を変更する場合は、 scopeux を停止し、

再起動して変更内容を有効にするこ とをお勧めします。
10 第 1 章



インストールまたはアップグレードの手順

Performance Agent は DVD-ROM インス トール メディアに収録されています。 ド

キュ メン ト を含む製品のサイズはおよそ 60 MB です。

アップグレード

Performance Agent または GlancePlus をすでにシステムにインス トールしている

場合は、 以下のタスクを実行します。

• 実行中と思われるパフォーマンス  ツールまたはプロセスをすべて終了しま

す。 詳細は、 「アクティブなパフォーマンス  ツール プロセスの終了」 を参照

して ください。

• Performance Agent をインス トールします。 Performance Agent のインス トール

の詳細は、 「Performance Agent のインス トール」 を参照して ください。

初回インストールの場合

Performance Agent を初めてインス トールする場合は、 「Performance Agent のイン

ス トール」 を参照して ください。

アクテ ィブなパフォーマンス ツール プロセスの終了

1 root でログインします。

2 アクティブなパフォーマンス  ツールを確認するには、 次のよ うに入力して 
perfstat を実行します。

/opt/perf/bin/perfstat 

perfstat によって、 アクティブなパフォーマンス  ツール プロセスが報告

された場合は、 そのプロセスを終了します  ( プロセスを終了する前に、 それ

らのツールを使用していないこ とを確認して ください )。

3 インス トール済みの Performance Agent が動作中の場合は、次のよ うに入力し

て終了します。
HP Performance Agent のインストールまたはアップグレード 11



/opt/perf/bin/ovpa stop 

4 midaemon ( 測定インターフェイス  デーモン ) が終了しているこ とを、次のよ

うに入力して確認します。

ps -ef | grep midaemon 

midaemon がアクティブである場合は、 次のよ うに入力して終了します。

/opt/perf/bin/midaemon -T 

5 ttd ( ト ランザクシ ョ ン デーモン ) が終了しているこ とを、次のよ うに入力し

て確認します。

ps -ef | grep ttd 

ttd がアクティブである場合は、 次のよ うに入力して終了します。

/opt/perf/bin/ttd k  

6 perfstat コマンドを再度実行して、 アクティブなパフォーマンス  ツールや

プロセスがないこ とを確認します。すべてのツールまたはプロセスを終了し、
カスタマイズした設定ファ イルをバッ クアップしたら、 インス トール プロセ

スに進みます。

Performance Agent のインストール

1 root でログインしているこ とを確認します。

2 インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入します。

parm、 alarmdef、 ttd.conf、 datasources などのカス タマイズした設定

ファ イルやその他のカスタマイズしたログ ファ イルは、新し く インス トールする

際に上書き される こ と はあ り ません。 新しい設定フ ァ イルは /opt/perf/
newconfig/ ディ レク ト リにインス トールされます。

ttd を終了する場合は、 ARM 装備のアプ リ ケーシ ョ ンをすべて終了してから、

ttd と  Performance Agent のプロセスを再開始してください。

Debian にインス トールする場合は、 14 ページの 「Debian での Performance Agent
のインス トール」 を参照して ください。
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通常、 Linux システムは、 自動的に DVD-ROM をマウン トするよ うに設定さ

れています。 DVD-ROM を自動マウン トするよ うに設定されていないシステ

ムの場合は、 ファ イル マネージャを使用するか、 または以下のコマンドを

入力して、 手動でマウン トする必要があ り ます。

mount -t < タイプ > < デバイス > < ディ レク ト リ >

こ こで、 < タイプ > はファイル システムのタイプ、 <デバイス > は 
DVD-ROM デバイス、 <ディ レク ト リ > は DVD-ROM ディ レク ト リがマウ

ン ト される場所です。 次に例を示します。

mount -t iso9660 /dev/dvdrom /mnt/dvdrom

3 ターミナル ウ ィ ンド ウを開きます。 コマンド  ラインから  ovpa.install ス
ク リプ ト を実行します。

4 ターミナル ウ ィンド ウで次を入力し、現在の作業ディレク ト リ を変更します。

cd /< ディ レク ト リ >  

こ こで、 < ディ レク ト リ > は、 ご使用の DVD-ROM ディ レク ト リです。

5 ls と入力して、 正しいディ レク ト リに移動しているかど うかを確認します。

README フ ァ イル、 ovpa.install および glance.install ス ク リ プ ト 、

paperdocs、 packages、 および ReleaseNotes サブディ レク ト リ が表示

されます。

6 次のよ うに入力し、 インス トール スク リプ ト を実行します。

./ovpa.install  

ovpa.install スク リプ トには、 さ らに高度なインス トールに用いるコマン

ド  ライン オプシ ョ ンが含まれています。 コマンドの構文は次のとおりです。

ovpa.install [-n][-f][-v]

コマンド  ライン オプシ ョ ンの意味は以下のとおりです。

Performance Agent のインス トールが完了しました。

-n インス トールの最後に、 ovpa start に関する メ ッセージを表示

しません。

-f 強制インス トール (--force、 --nodeps)

-v 詳細インス トール
HP Performance Agent のインストールまたはアップグレード 13



デフォルトでは、 Performance Agent プロセスはシステムのリブート時に自動的に

開始されるよ うに設定されています。 20 ページの 「Performance Agent の起動と終

了」 を参照して ください。

第 2 章「Performance Agent の実行方法」では、ご使用の環境に合わせて Performance
Agent の設定を行う場合の作業を説明しています。

Debian での Performance Agent のインストール

Debian システムでは、 まず最初に /usr/bin/rpm (RedHat Package Manager) をイ

ンス トールする必要があ り ます ( インス トールされていない場合 )。 Performance
Agent のインス トールには rpm が必要です。

これまでに rpm を使用していない場合は、 次の手順を実行します。

1 root でログインしているこ とを確認します。

2 次のよ うに入力して、 rpm データベースを作成します。

# mkdir /var/lib/rpm
# rpm  --initdb --dbpath /var/lib/rpm

3 12 ページの「Performance Agent のインス トール」の手順 2～手順 6 を行います。

Operations Manager を使用する Performance Agent の
インストール

Operations Manager for UNIX 8.x またはそれ以降を使用している場合、 管理サー

バーから  Linux の管理ノードに、 Performance Agent をインス トールするこ とがで

きます。

Operations Manager for UNIX バージ ョ ン 8.x でのインス トールの方法については、

『HP Operations Manager 管理 リ フ ァ レ ン ス  ガ イ ド』 の第 4 章 「HP Performance
Agent」 を参照して ください。

Performance Agent の新機能と変更点についての詳細は、 /opt/perf/
ReleaseNotes/OVPA にある 「 リ リース  ノート 」 を参照して ください。
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仮想環境における Performance Agent

このバージ ョ ンの Performance Agent は、 VMware ESX Server でサポー ト されま

す。Performance Agent は VMware ESX Server のサービス  コンソールにインス トー

ルする必要があ り ます。 詳細は、 「サービス  コンソール上の Performance Agent」
を参照して ください。

このバージ ョ ンの Performance Agent は、VMware ESX Server 2.5.2 以降にホス ト さ

れた仮想マシン (VM) の監視にも対応しています。 詳細は、 「仮想マシン上の

Performance Agent」 を参照して ください。

サービス コンソール上の Performance Agent

Performance Agent は VMware ESX Server のサービス  コンソールおよび VMWare
ESX Server にホス ト されたシステムにインス トールできます。 インス トールの手

順については、 「インス トールまたはアップグレードの手順」 を参照して くださ
い。 Performance Agent は以下のデータを取り込みます。

• システム全体のパフォーマンスおよび物理的なシステム リ ソース使用量に関

するデータ

• 各ゲス トのパフォーマンスおよび物理的なシステム リ ソース使用量に関する

データ  

個々のゲス ト  オペレーティング システムのパフォーマンス と リ ソースに関

するデータを記録するために、 BYLS とい う新しいク ラスのメ ト リ ッ クが導

入されています。

VMware ESX Server では、デフォルトでポートが有効になっていません。VMware
ESX Server で単一および 2 つの CODA ポー ト を有効にする方法については、

24 ページの 「Performance Agent ポートの設定」 を参照して ください。

すべてのメ ト リ ッ ク とその説明が記載された リ ス トは、『Dictionary of Performance
Metrics』 を参照して ください。
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仮想マシン上の Performance Agent

このバージ ョ ンの Performance Agent は、VMware ESX Server 2.5.2 以降にホス ト さ

れた仮想マシン (VM) の監視に対応しています。 インス トール手順については、

「インス トールまたはアップグレードの手順」 を参照して ください。

仮想マシンに VMWare Tools をインス トールします。 仮想マシンにインス トール

された Performance Agent (VMWare ESX Server 2.5.2 以降にホス ト ) では、VMWare
Tools を使用して、 仮想マシンをゲス ト  オペレーティング システムと して認識さ

せる必要があ り ます。

VMWare ESX Server 3.0.1 にホス ト された仮想マシンでは、 仮想マシンの VMware
Guest API を有効にします。 仮想マシンによるシステムの物理リ ソースの使用量

データを取り込むために、 Performance Agent では VMWare Guest API を使用しま

す。 VMware Guest API の詳細は、 VMWare の VMware Guest SDK で利用できる最

新の資料を参照して ください。

以下は、 仮想環境におけるすべての機能のサポート状況の一覧です。

すべてのメ ト リ ッ ク とその説明が記載された リ ス トは、 リ リース  ノー

トおよび 『Dictionary of Performance Metrics』 を参照して ください。

機能 Linux VMware ESX Server

アラーム 利用可 利用可

データ  ソース統合機能 利用可 利用可

アプリ ケーシ ョ ン メ ト リ ッ ク  ク ラス 利用可 利用不可

BYLS メ ト リ ッ ク 利用不可 利用可

proc メ ト リ ッ ク 利用可 利用不可

ト ランザクシ ョ ン メ ト リ ッ ク  ク ラス 利用可 利用不可

テーブル ク ラス 利用可 利用不可

ARM 利用可 利用不可
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Performance Agent の削除

システムから  Performance Agent を削除する場合は、 /opt/perf/bin/ ディ レク

ト リの ovpa.remove スク リプ ト を実行します。 Performance Agent を削除する前

に、 作成されたログ ファ イルおよびデータ  ファ イルを削除するかど うかの確認

が、 このスク リプ トによって行われます。

ovpa.remove ス ク リプ トは、 次のコマンド  ラ イン オプシ ョ ンを使用する こ とで、

柔軟に製品を削除できます。 コマンドの構文は次のとおりです。

他の HP ソフ ト ウェア製品でも共有されていて、 他のツールの使用に必要な一部

の製品パッケージは、システムにインス トールされたままになるこ とがあ り ます。
関連するツールがすべて削除された時点で、これらのパッケージも削除されます。

ovpa.remove [-f][-h][-r]

-f 強制削除します。 製品を削除する際、 確認画面を表示しません ( 非イ

ンタラ クティブ モード )。
メモ :  このオプシ ョ ンは、 インス トールされている  GlancePlus も削除

します。

-h ヘルプ :  このコマンドの使用に関する メ ッセージを表示します。

-r Performance Agent の設定、データ、および製品ファイルを削除します。

メモ :  f オプシ ョ ンと  r オプシ ョ ンを共に使用する と、 確認画面を表

示せずに、 インス トールされている  GlancePlus を含め、すべての製品、

設定、 およびデータ  ファ イルを削除します。
HP Performance Agent のインストールまたはアップグレード 17



18 第 1 章



2 HP Performance Agent の実行方法
この章では、 Performance Agent をシステムにインス トールした後のプログラムの

起動と実行に関する作業について説明します。 次のよ うな内容を取り上げます。

• Performance Agent の起動と終了

• ファ イアウォールを介した通信

• Performance Agent ポートの設定

• 安全な通信の設定

• データ  ソースの設定

• アラームの定義 

Performance Agent は Linux での HTTP データ通信メカニズムに対応しています。

データ  ソース統合 (DSI: Data Source Integration) 機能を使用して、 他のソースの

データを記録する場合は、 『HP Performance Agent for UNIX データ  ソース統合ガ

イ ド』 を参照して ください。
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Performance Agent の起動と終了

インス トールの終了後、 Performance Agent を起動できます。 Performance Agent の
終了、起動、 または再起動が必要な場合は、 ovpa スク リプ ト を使用して、現在実
行中のプロセスを終了または再起動して ください。

Performance Agent とそのプロセスを起動する手順は次のとおりです。

1 root でログインします。

2 次のよ うに入力します。 /opt/perf/bin/ovpa start 

ovpa start スク リプ トによ り、 Performance Agent と、 scopeux ( データ  コ
レク タ )、 midaemon ( 測定インターフェイス  デーモン )、 ttd ( ト ランザク
シ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 coda、 ovc、 ovbbccb、 アラーム ジェネ
レータなどのすべてのプロセスが起動します。 スク リプ ト を実行する と、 起
動されたプロセスのステータスが画面に表示されます。

ovpa スク リプ ト とオプシ ョ ンを使用して、 実行中の Performance Agent のプロセ
スを終了した り再起動した りするこ とができます。

• ovpa stop によ り、 ttd ( ト ランザクシ ョ ン ト ラ ッキング デーモン )、 ovc、
ovbbccb を除く、 Performance Agent のすべてのプロセスが終了します。 これ
らのプロセスは常に実行されている必要があ り ます。Operations Manager エー
ジェン トがシステムで実行中の場合は、 ovpa stop を入力しても  coda デー
モンは終了しません。

• ovpa restart server は、 coda を終了し、 続いて再起動します。 その際、
一時的にアラームが無効にな り、 Performance Manager などのク ライアン トに
アクセスできな くな り ます。 その後、 datasources ファ イルを再度読み込
みます。 また、 このオプシ ョ ンは、 perfalarm プロセスを終了し、 その後、
再起動させて、 alarmdef ファ イルを再度読み込みます。

• ovpa restart は、 scopeux およびサーバー プロセスを一時的に終了させ、
その後、 再起動させます。 また、 parm ファ イルが読み込まれ、 ト ランザク
シ ョ ン デーモン ttd に設定ファイル ttd.conf を再度読み込ませます。

• ovpa restart alarm によ り、 アラーム ジェネレータ  プロセスは 
alarmdef ファ イルを再度読み込みます。 これによ り、 このファ イルに変更
を加えた場合に、 すべての Performance Agent プロセスを再起動するこ とな
く、 新しいアラーム定義を有効にするこ とができます。 この動作によって他
のプロセスが中断されるこ とはあ り ません。

ttd を終了する必要がある場合は、 実行中の ARM 装備のアプリ ケーシ ョ ンを終
了してから、 ttd と  Performance Agent のプロセスを再起動してください。
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自動的な起動と終了

システムの再起動時に自動で Performance Agent を起動するプロセス、およびシス

テムのシャ ッ ト ダウン時に Performance Agent を終了するプロセスは、Performance
Agent 起動およびシャ ッ ト ダウン  ス ク リ プ ト と  Performance Agent 起動設定ファ

イルによ り制御されます。このスク リプ ト と設定ファ イルは、ご使用の Linux ディ

ス ト リ ビューシ ョ ンに固有の要件によって、 以下のよ うに異な り ます。

Performance Agent 起動設定ファイルには、システム起動時の Performance Agent の
動作を制御する さ ま ざ ま な環境変数が含まれています。 こ のフ ァ イルは、
Performance Agent システム起動およびシャ ッ ト ダウン スク リプ トのソース  ファ

イルです。

次の環境変数およびシェル変数を編集して、 Performance Agent のデフォルトの動

作を変更するこ とができます。

• OVPA_START は、システムを再起動したと きの Performance Agent の自動起動

を制御します。 この変数は、 以下の値のうちのいずれかをと り ます。

• OVPA_START_COMMAND は、 システムの再起動時に、 Performance Agent を起動

するスク リプ ト  オプシ ョ ンを指定する変数です。 通常、 この変数は次のよ う

に設定されます。

表 1 Performance Agent 起動スクリプ トおよび設定ファイル

Linux ディスト

リビューシ ョ ン

Performance Agent 起動および

シャッ トダウン スクリプ ト
Performance Agent 
起動設定ファイル

Red Hat /etc/rc.d/init.d/ovpa /etc/sysconfig/ovpa

SuSE /etc/init.d/ovpa /etc/ovpa.conf

TurboLinux /etc/rc.d/init.d/ovpa /etc/sysconfig/ovpa

Debian /etc/init.d/ovpa /etc/ovpa.conf

ESX Server /etc/rc.d/init.d/ovpa /etc/sysconfig/ovpa

0 システム起動時に Performance Agent を起動しません。

1 システム起動時に Performance Agent を起動します。
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/opt/perf/bin/ovpa start  

ステータスの確認方法

Performance Agent を起動する と、/var/opt/perf/ および /var/opt/OV/ ディ

レク ト リに数個のステータス  ファ イルが作成されます。perfstat コマンドを使

用して、 Performance Agent のすべてまたは一部のプロセスのステータスを確認で

きます。

次のステータス  ファ イルには、Performance Agent のプロセスで生じる障害を解決

するのに使用できる診断情報が含まれます。

/var/opt/perf/status.scope
/var/opt/perf/status.perfalarm
/var/opt/perf/status.ttd
/var/opt/perf/status.mi
/var/opt/OV/log/coda.txt

ディ レク ト リのサンプル

/opt/perf/examples/ ディ レク ト リ には、 設定ファ イルや構文の例、 および

当社のパフォーマンス  ツールをカス タマイズするために使用するプログラム

フ ァ イルのサンプルが含まれています。 た と えば、 /opt/perf/examples/
config/ サブディ レク ト リには、 サンプルのアラーム定義と  parm ファ イルの

アプリ ケーシ ョ ン指定パラ メータの例が含まれています。 詳細は、 /opt/perf/
examples/README ファ イルを参照して ください。

Performance Agent 起動設定ファイルは、Performance Agent のパッチの適用時また

は更新時に上書きされないため、 加えた変更はすべて保持されます。
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ファイアウォールを介した通信

ファ イアウォールは、 あるネッ ト ワーク と他のネッ ト ワークの間のデータの流れ
をフ ィルタ リ ングする方法と して定義するこ とができます。 Performance Agent で
は、ク ラ イアン ト とサーバー アプ リ ケーシ ョ ン間のデータ  アクセスに関して、以

前からパケッ ト フ ィルタ リ ング ネッ ト ワーク  ファ イアウォールを介した通信メ

カニズムに対応していましたが、 今回さ らに、 HTTP ベースの通信インターフェ

イスに対応しました。Performance Agent は内部で Black Box Communication (BBC)
コンポーネン ト を用いて、 HTTP ベースのデータ通信を実現します。 BBC コン

ポーネン トは、 HTTP または HTTPS (BBC5) をベース と した、 ファ イアウォール

対応の単一ポートの通信インフラを提供します。 HTTP ベースのインターフェイ

スはプロキシが使用できるため、 柔軟で、 ポー ト数が少な く てすみ、 フ ァ イア
ウォールに適しています。

2 つのシステム間にネッ ト ワーク  ファ イアウォールがある場合は、 Performance
Manager および Reporter が Performance Agent システムからデータを取得します。

図 1 ファイアウォール環境での Performance Agent との通信

本書で使用されている  Performance Manager とい う名前は、 Performance Manager
バージ ョ ン 4.0 以降を指します。 Performance Manager 3.x は、 Performance Agent
for Linux には接続しません。
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ファイアウォールを設定するためには、 通信を開始するシステム ( ク ライアン ト )
および通信要求を受信するシステム ( サーバー ) を把握し、それに応じてファイア

ウォールのルールを設定するこ とが重要です。 典型的な リモート通信では、 ソー
ス  ポート を使用しているク ライアン トが、 リモート  システムの宛先ポート を リ ッ

スンしているサーバーに接続します。 ク ラ イアン トおよびサーバーのデータ  フ
ローを含む、 ファ イアウォール環境を把握します。 以下のタスクを実行し、 ファ
イアウォール環境での Performance Agent との通信を設定します。

1 Performance Agent ポートの設定

2 ファ イアウォール環境での HTTP ク ラ イアン トの設定

3 ファ イアウォール設定の確認

23 ページの図 1 では、 Performance Agent がファイアウォールを介して Reporter 
( バージ ョ ン 3.5 以降 ) および Performance Manager ( バージ ョ ン 4.0 以降 ) と通信

する方法を示しています。 Performance Agent は HTTP または HTTPS サーバーで

す。 Reporter および Performance Manager 4.x は HTTP ク ラ イ アン ト です。

Performance Manager 5.0 は HTTP または HTTPS ク ラ イアン ト に設定する こ とが

できます。 HTTP プロキシを使用する場合、 Reporter および Performance Manager
はプロキシを経由して、 Performance Agent と通信します。

Performance Agent ポートの設定

ファ イアウォール環境の Performance Agent ポートは、次のいずれかの方法で設定

し、 確認するこ とができます。

• 2 ポート通信の設定

• 単一ポート通信の設定

• ポート設定の確認

BBC5 を使用する  Performance Agent システムでは、デフォルトで BBC 通信ブロー

カーがポート  383 を使用し、 coda は動的に割り当てられたポート を使用します。

Linux 環境で、Performance Manager 3.x を Performance Manager 4.0 またはそれ以降

にアップグレードできない場合は、 extract プログラムの export 機能を使用

して、 ローカルで Performance Agent for Linux のデータにアクセスする必要があ

り ます。
24 第 2 章



BBC 通信ブローカー用のポート設定

BBC 通信ブローカーが使用するデフォルト  ポート を設定できます。 ovconfchg
コマンドを使用して、 Performance Agent システムでのポート設定を変更します。

次のオプシ ョ ンのいずれかを使用します。

— ovconfchg -ns bbc.cb -set SERVER_PORT < ポート >

または、

— ovconfchg -ns bbc.cb.ports -set PORTS < ド メ イン>:<ポート >

例 :  ovconfchg -ns bbc.cb.ports -set PORTS 
xyz.abc.com:50383

ポート変更には 2 番目のオプシ ョ ンのほうが適しています。

次のコマンドを入力して、 Performance Agent を再起動します。

ovpa restart server

2 ポート通信の設定

デフォル ト では、 coda デーモンは、 BBC 通信ブローカーが使用するポート  383
に加えて、 動的に選択される  2 つ目のポート を使用します。 ovconfchg コマン

ドを使用して、 任意の well known ポート を リ ッスンするよ う  coda のポート を設

定するこ とができます。 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_PORT < ポート番号 >

ovpa restart server

ファ イアウォールを介して リモートから  Performance Agent に接続する場合、動的

なポートの使用が難しいこ とがあ り ます。 これは、 ファ イアウォールのどのポー
ト を開くべきか把握できない場合があるためです。
HP Performance Agent の実行方法 25



単一ポート通信の設定

Performance Agent システムでは、 BBC 通信ブローカーがポー ト  383 を使用し、

coda は動的に割り当てられたポート を使用します。ovconfchg コマンドを使用

して、 通信ブローカーが使用するポート を共有するよ う  coda のポート を設定す

るこ とができます。 次のオプシ ョ ンのいずれかを使用します。

ovconfchg -ns coda.com -set SERVER_BIND_ADDR localhost

ovpa restart server

ポート設定の確認

ポート設定を確認するには、 次のコマンドを入力します。

perfstat -d

次の情報が出力されます。

— coda が使用するポートのポート番号

— BBC 通信ブローカーが使用するポートのポート番号

— ポート設定

— 安全性の高い通信が有効かど うか

— coda メ ト リ ッ ク収集が有効かど うか

次に例を示します。

Datacomm configuration :

------------------------

 Coda Port                          49552 (Dynamic)

                                    Two port Communication

 BBC communication broker port           383

 SSL security                            NONE

 Coda Metric Collection(Prospector)      Disabled

単一ポート通信が設定されている状態で 2 ポート通信を有効にするには、次のコ

マンドを入力します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR
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ファイアウォール環境での HTTP クライアン トの設定

ファ イアウォール環境で HTTP ク ラ イアン ト を設定する方法は 2 つあ り ます。

• HTTP プロキシを用いた、 HTTP ク ラ イアン ト  (Reporter または Performance
Manager) の設定

• HTTP プロキシを使用しない、 HTTP ク ライアン ト  (Reporter または 
Performance Manager) の設定

どちらの場合にも、 Performance Agent ノードからデータにアクセスするには、
HTTP サーバー (Performance Agent) 側のポートが 1 つだけ開いている必要があ り
ます。

HTTP プロキシを用いた、 HTTP クライアン ト  (Reporter または Performance 
Manager) の設定

ファ イアウォールを介して通信する場合は、 HTTP プロキシの使用をお勧めしま
す。この方法では、環境内ですでに使用されているプロキシを用いるこ とによ り、
設定が簡略化されます。 プロキシが双方向で使用されている場合、 フ ァ イア
ウォールでは厳密に 1 つのポート を開く必要があ り ます。 Performance Agent によ
り収集されたデータにアクセスするには、 HTTP サーバー (Performance Agent) 用
のポート と  HTTP ク ラ イアン ト  (Reporter および Performance Manager) 用のポート
が開かれている必要があ り ます。

HTTP プロキシを使用する場合は、 Windows または UNIX 対応の Reporter および
Performance Manager に対して、Performance Agent に接続するために使用するプロ
キシを指定する必要があ り ます。

Performance Manager バージ ョ ン  5.0 以降および Reporter 3.7 を設定するには、次の
手順を実行します。

次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.http -set PROXY proxy:port+(a)-(b)

変数 a および変数 b は、 プロキシに適用するホス ト名、 ネッ ト ワーク、 および IP
アドレスをコンマで区切った形式のリ ス トです。 区切り記号 「;」 または 「,」 を
使用して、 1 つの PROXY キーに対して複数のプロキシを定義するこ とができま
す。 リ ス ト の前の 「-」 は、 それらの要素では対象のプロキシが使用されないこ
とを示し、 リ ス ト の前の 「+」 は、 それらの要素で対象のプロキシが使用される
こ とを示します。 最初に適合したプロキシが使用されます。

デフォルトの 383 ポートは変更しないこ とをお勧めします。
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Reporter バージ ョ ン 3.6 以前および Performance Manager 4.x を設定するには、次の
手順を実行します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt 設定ファイルを編集します。

default.txt ファ イルの [DEFAULT] セクシ ョ ンで、PROXY に関連する行を特定
し、 次のよ うに PROXY パラ メータを設定します。

PROXY web-proxy.hp.com:8088-(localhost, *.hp.com) + (*)

この例では、 ローカル マシン (localhost) への要求、 および HP 内 ( たとえば、
www.hp.com のよ うな、*.hp.com に合致するもの ) への要求を除いて、web-proxy
プロキシが、 すべてのサーバー (*) に対してポート  8088 で使用されます。

HTTP プロキシを使用しない、 HTTP クライアン ト  (Reporter または 
Performance Manager) の設定

HTTP プロ キシが利用できない場合は、 HTTP ク ラ イ アン ト  (Reporter および

Performance Manager システム ) 上で、 追加の設定が必要になり ます。

Reporter および Performance Manager for Windows が同一のシステムにインス トー
ルされていて、双方が同時に Performance Agent にアクセスする場合は、 このセク
シ ョ ンに記載されている方法でポート範囲を指定します。 それらが異なるシステ
ムで実行されている場合は、それぞれに単一のポート を指定するこ とができます。
使用している  Performance Manager および Reporter のバージ ョ ンに合わせて、次の
オプシ ョ ンを選択します。

Performance Manager 5.0 以降および Reporter 3.7 を設定するには、次の手順を実行
します。

次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_PORT < ポート範囲 >

< ポート範囲 > は、 使用するポート範囲です。

次に例を示します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_PORT 14000-14003

Reporter バージ ョ ン 3.6 以前および Performance Manager 4.x を設定するには、次の
手順を実行します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt ファイルを、以下のよ うに編集します。

1 CLIENT_PORT に適用される行を特定して、 ;CLIENT_PORT = の行をコ メン
ト解除します。

2 CLIENT_PORT パラ メータに、 ポート範囲を指定します。 次に例を示します。
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CLIENT_PORT = < ポート範囲 >

< ポート範囲 > は、 使用するポート範囲です。 次に例を示します。

CLIENT_PORT = 14000-14003

ファイアウォール設定の確認

設定を確認するには、 次のコマンドを使用します。

    ovcodautil -ping -n < システム名 >

このコマンドの出力には、 通信設定の状態が表示されます。

複数の IP アドレスを持つシステムの設定

ご使用の環境に、 複数のネッ ト ワーク  インターフェイスおよび IP アドレスを持
つシステムがあ り、 HTTP ベースの通信に専用のインターフェイスを使用する場
合は、CLIENT_BIND_ADDR パラ メータおよび SERVER_BIND_ADDR パラ メータで、
使用する  IP アドレスを指定するこ とができます。

• Performance Agent (サーバー) システム上に複数のネッ ト ワーク  インターフェ
イスおよび IP アドレスがある場合は、SERVER_BIND_ADDR パラ メータを次の
よ うに指定します。

ovconfchg -ns bbc.http -set SERVER_BIND_ADDR <IP Address>

• Performance Manager 5.0 ( ク ラ イアン ト ) システム上に複数のネッ ト ワーク  イ
ンターフェイスおよび IP アド レスがある場合は、 CLIENT_BIND_ADDR パラ
メータを次のよ うに指定します。

ovconfchg -ns bbc.http -set CLIENT_BIND_ADDR <IP Address>

• Reporter/Performance Manager 4.x システム上に複数のネッ ト ワーク  インター
フェイスおよび IP アドレスがある場合は、CLIENT_BIND_ADDR パラ メータを
指定します。

/var/opt/OV/conf/BBC/default.txt ファ イルを、 以下のよ うに編集
します。

a CLIENT_BIND_ADDR に適用される行を特定して、 以下の行をコ メン ト解
除します。

;CLIENT_BIND_ADDR =

b CLIENT_BIND_ADDR パラ メータに、 IP アドレスを指定します。
HP Performance Agent の実行方法 29



安全な通信の設定

Performance Agent は証明書ベースの安全性の高い通信、 およびク ライアン ト認証

ベースの通信に対応しています。

証明書の使用

Performance Agent は、 HP Operations Manager 8.x 環境でのみ、 証明書ベースの安

全なデータ通信に対応しています。

Operations Manager で安全性の高い通信を設定するには、 『HP Operations Manager
for UNIX Firewall Concepts and Configuration Guide』を参照して ください。Operations
Manager 8.x HTTPS エージェ ン ト についての詳細は、 『HP Operations Manager
HTTPS Agent Concepts and Configuration Guide』 を参照して ください。

Operations Manager 8.x 環境ですでに HTTPS 通信を設定し ている場合は、

Performance Agent と  Performance Manager 5.0 の間の安全な通信を設定するため

に、 以下の変更を行います。

Performance Agent システムでは、coda に関して、SSL_SECURITY に REMOTE を設

定します。 次のコマンドを入力します。

ovconfchg -ns coda -set SSL_SECURITY REMOTE

ovcodautil -config

クライアン ト認証の使用

オプシ ョ ンと して、 Performance Manager または Reporter などの製品からのク ライ

アン ト接続の認証を、 Performance Agent で実行するこ とができます。 この認証機

能を利用するこ とで、特定の Performance Agent インスタンスについて、そのイン

スタンスへのク ライアン ト接続を許可するホス ト を指定できます。

ク ラ イアン ト 認証機能は、 あ らゆるバージ ョ ンの Performance Manager および

Reporter ク ラ イアン トからの接続を有効または無効にします。 この機能を利用す

るにあたって、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを更新する必要はあ り ません。

Reporter および Performance Manager 4.x は証明書ベースの安全性の高い通信には

対応していません。
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認証プロセスは、 認証されるク ラ イアン トに透過的に行われるため、 ク ラ イアン
ト接続は表面上、 Performance Agent の過去のバージ ョ ンを使用していたと き と同

じ よ う に処理されます。 未認証のク ラ イアン ト には、 サービス拒否を示すメ ッ
セージが表示されます。

authip ファイルによる認証の有効化

authip とい う ファ イルが存在する場合、 認証は有効にな り ます。 HTTP 通信が

有効なシステムでは、 authip ファ イルは /var/opt/OV/conf/perf/ ディ レ

ク ト リにあ り ます。 authip ファ イルにはホス トの リ ス トが含まれ、 そのホス ト

からのク ライアン ト接続が許可されます。

• authip ファ イルが /var/opt/OV/conf/perf/ ディ レク ト リに存在する

場合、 ク ラ イアン ト接続が許可されるホス トはこのファ イルの内容によって
決定されます。 Performance Agent インスタンス と同じホス トで実行されてい

るク ラ イアン トは自動的に認証されるため、 エン ト リ を必要と しません。 長
さがゼロの authip ファ イルは、 Performance Agent ホス トで実行されている

ク ラ イアン トのみが接続できるこ とを意味します。

• authip ファ イルが /var/opt/OV/conf/perf/ ディ レク ト リに存在しな

い場合 ( デフォルト ) は、 認証は行われず、 Performance Agent の過去のバー

ジ ョ ンと同様に、 すべてのク ライアン トに接続が許可されます。

authip ファ イルは、 ク ラ イアン トが Performance Agent によるサービスを要求し

て接続を試みるたびに照会されます。authip ファ イルに変更が加えられた場合、

変更内容を有効にするために Performance Agent を再起動する必要はあ り ません。

Performance Agent ク ラ イアン ト認証機能では、 使用するネッ ト ワークで authip
ファ イルに含まれるク ラ イアン ト  エン ト リ を解決できるこ とが必要です。エン ト

リの性質によっては、 DNS、 NIS あるいは /etc/hosts/ ファ イルによって提供

されるよ う なネーム サービスを必要とする場合があ り ます。

Performance Agent ホス トから各 authip エン ト リへ 「ping」 が成功すれば、 ク ラ

イアン ト  エン ト リは解決されています。 また、 ファ イアウォールを介したク ライ

アン ト認証も同様に、authip ファ イル内のク ライアン ト  エン ト リが Performance
Agent ホス トからの ping に応答する場合に機能します。
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authip ファイルのフォーマッ ト

authip ファ イルは次のフォーマッ トに一致する必要があ り ます。

• 1 行あたり  1 つのク ライアン ト  ホス ト を リ ス トする

• ク ラ イアン ト  エン ト リには、次のフォーマッ トの う ち 1 つ ( 任意 ) を使用する

— 完全修飾ド メ イン名

— エイ リ アス  (alias)

— IP アドレス  ( ド ッ トで 4 つに区切った IPv4 アドレス )

• ク ラ イアン ト  エン ト リにはスペースは使用できない

• 行の始めが 「#」 のラ インは、 コ メン ト と して無視される

• ブランクあるいは長さがゼロの行は無視される

• IP アドレスは 0 から始めない。 たとえば、 23.10.10.10 の IP アドレスを、

023.10.10.10 と表すこ とはできません。

/etc/hosts エン ト リは次のよ うにな り ます。

123.456.789.1  testbox  testbox.group1.thecompany.com 

authip ファ イル内で次のいずれかのエン ト リ を使用するこ とで、 「testbox」
ホス トからのク ライアン ト接続が可能とな り ます。

#============ authip ファイル エント リ の例 ==============
# 

# IP アド レスを使用
123.456.789.1

#
# エイリ アスを使用
testbox

#
# 完全修飾ド メ イン名を使用
testbox.group1.thecompany.com

#========== authip ファイル エント リ の例の終わり  ======== 
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データ  ソースの設定

Performance Agent は、coda デーモンを使用して、収集したデータをアラーム  ジェ

ネレータおよび分析製品に送信します。各データ  ソースには、 1 つのログ ファ イ

ル セッ トが含まれます。 coda がアクセスするデータ  ソースのリ ス トは、 /var/
opt/OV/conf/perf/ ディ レク ト リ にある  datasources 設定ファ イルで管理

されます。 インス トール後、初めて Performance Agent を実行する場合、デフォル

ト のデータ  ソースであ る  SCOPE が事前に設定されていて、 ア ク テ ィ ブな

scopeux ログ ファ イル セッ トへのアクセスが可能です。

他のデータ  ソースを追加する場合は、datasources ファ イルでそれらを設定す

る こ とができます。 その後、 Performance Agent を再起動する と、 coda デーモン

によ り  datasources ファ イルが読み込まれ、検出された各データ  ソースの分析

ツールへの通信リ ンクを経由して、 データが利用可能になり ます。

datasources 設定ファイルのフォーマッ ト

datasources 設定ファイルの各エン ト リは、1 つの ログ ファ イル セッ トで構成

されるデータ  ソースを示します。 エン ト リは、 データ  ソースの名前とパスを示

します。 このフ ィールドでは、 ログ ファ イルのパス名以外は大文字小文字の区別

はあ り ません。 構文は次のよ うにな り ます。

datasource=datasource_name logfile=logfile_set 

• datasource はキーワードです。 datasource_name はデータ  ソースを識

別するための名称です。 たとえば、 データ  ソース名はアラーム定義や分析ソ

フ ト ウェアで使用されます。 また、 データ  ソース名は固有の名前である必要

があ り ます。 これらの名前は大文字に変換されます。 さ らに、 データ  ソース

名は最大 64 文字まで指定できます。

• logfile はキーワードです。 また、logfile_set はログ ファ イル (dsilog
または scope プロセスによ り作成され、 .log で終わるファ イル ) を識別す

る完全修飾名で、 大文字小文字の区別があ り ます。

次に datasources ファ イルのデータ  ソース  エン ト リ を  2 例示します。

datasource=SCOPE logfile=/var/opt/perf/datafiles/logglob
datasource=ASTEX logfile=/tmp/dsidemo/log/astex/ASTEX_SDL 
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datasources の更新後、 ovpa restart server コマンドを使用して、 coda
デーモンを再開始します。まず、ovpa restart server によ り、すべての coda
プロセスが終了されます。次に、coda デーモンが開始され、 datasources ファ

イルを再読み込みして、 このファ イルに加えられた変更内容を取り込みます。

coda デーモン プロセスを終了する と、 Performance Manager の現行の接続がすべ

て切断されるこ とに注意して ください。 たとえば、データ  ソースでグラフを描い

ていて、 さ らに別のグラフを描く場合には、 coda デーモンが再起動されたと き

に、Performance Manager のデータ  ソースを再選択して、接続を確立しなおす必要

があ り ます。

/var/opt/OV/log/coda.txt フ ァ イルの内容を見て、 coda デーモンがアク

ティブになったこ とを確認するか、 またはエラー メ ッセージを参照します。

データ  ソースの削除

Performance Manager からのログ ファ イル データを表示した り、 またはログ ファ

イルのアラームを処理した りする必要がない場合は、 Performance Agent 設定ディ

レ ク ト リ  /var/opt/OV/conf/perf/ の datasources フ ァ イルを編集して、

データ  ソースやログ ファ イル セッ トへのパスを削除するこ とができます。 その

後、 ovpa プログラムを実行して、 前出の 「データ  ソースの設定」 の手順で coda
デーモンを再開始します。

データが不要になったと きには、 ログ ファ イル セッ ト を削除するこ と もできま

す。 datasources から、 データ  ソースは削除せずにログ ファ イル セッ ト を削

除する と、 coda によ り、 そのデータ  ソースは省略されます。

データのログ ファ イル セッ トへの記録を停止する際に、 coda デーモンを開いた

ままにしておく こ とが可能です。 これによ り、 Performance Manager で履歴データ

を表示するこ とができます。この場合は、datasources ファイルからデータ  ソー

スを削除せずに、 dsilog プロセスを停止します。
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parm ファイル

parm ファ イルはテキス ト  ファ イルです。 ログ ファ イルの最大サイズ、対象プロ

セスのしきい値の定義、 およびアプ リ ケーシ ョ ン定義といった scopeux データ

コレク タの設定を指定します。 ファ イル内のコ メン トで、 各種設定の概要を確認
するこ とができます。

Performance Agent では、 parm ファ イルは /opt/perf/newconfig/ ディ レ ク

ト リに存在し、インス トール時に /var/opt/perf/ ディ レク ト リにコピーされ

ます。 parm ファ イルとそのパラ メータに関する詳細は、 『HP Performance Agent
for UNIX ユーザー マニュアル』 の第 2 章、 「parm ファ イル」 セクシ ョ ンを参照し

て ください。
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アラームの定義

パフォーマンスをモニタするためにアラームを使用する場合、 Performance Agent
の alarmdef ファ イルにあるアラーム定義セッ ト内でアラーム発生条件を指定

します。 Performance Agent を最初にインス トールしたと きに、 alarmdef ファ イ

ルにデフォルトのアラーム定義セッ トが含まれています。 このデフォルトの定義
を使用するか、 または必要な場合はカスタマイズするこ とが可能です。

アラームを定義する手順については、『HP Performance Agent for UNIX ユーザー マ
ニュアル』 の 「パフォーマンス  アラーム」 の章を参照して ください。 この章では、

アラーム定義の構文、アラームの機能、パフォーマンスをモニタするためのアラー
ムの使用方法についても説明しています。
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3  ドキュ メン ト
この章では、以下の ト ピッ クに関する  Performance Agent のオンラインおよび印刷

可能なドキュ メン トについて記載します。

• Performance Agent ドキュ メン ト一覧

• Web 上でのドキュ メン トの参照

• Adobe Acrobat ファ イル
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Performance Agent ドキュ メン ト一覧

Performance Agent ソフ ト ウェアには、表示および印刷可能なファイル フォーマッ

ト で、 標準の Performance Agent ド キ ュ メ ン ト 一式が付属し ています。 Adobe
Acrobat フォーマッ ト  (*.pdf) のドキュ メ ン トはオンラ インで表示され、 必要な

場合は印刷できます。 ASCII テキス ト  (*.txt) のドキュ メ ン ト も印刷可能です。

vi などの UNIX テキス ト  エディ タを使用する と、 画面上でテキス ト  ファ イルを

表示できます。 次の表で、 ドキュ メン ト 、 使用されているファ イル名、 およびオ
ンラインのパスを示します。

表 2 Performance Agent ドキュ メン ト一覧

ドキュ メン ト ファイル名 パス

HP Performance Agent for Linux 
システム インス トール、設定ガイ ド

ovpainst.pdf /opt/perf/
paperdocs/ovpa/C

HP Performance Agent for UNIX 
ユーザー マニュアル

ovpausers.pdf /opt/perf/
paperdocs/ovpa/C

HP Performance Agent for UNIX 
データ  ソース統合ガイ ド

ovpadsi.pdf /opt/perf/
paperdocs/ovpa/C

HP Performance Agent for UNIX 
および GlancePlus ト ランザクシ ョ ン

追跡

tyt.pdf /opt/perf/
paperdocs/arm/C

アプリ ケーシ ョ ン応答測定 API 
ガイ ド

arm2api.pdf /opt/perf/
paperdocs/arm/C

HP Performance Agent for Linux 
Metrics Definitions

metlinux.txt /opt/perf/
paperdocs/ovpa/C

HP Performance Agent metrics list by 
Data Class for all operating systems

mettable.txt /opt/perf/
paperdocs/ovpa/C
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Web 上でのドキュ メン トの参照

こ こに リ ス ト している  .pdf および .htm ドキュ メ ン ト は、 以下の HP ソ フ ト

ウェア マニュアルの Web サイ トでも参照できます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv

製品 リ ス ト  ボッ ク スから  Performance Agent を選択し、 リ リース  バージ ョ ン、

OS、およびマニュアルのタイ トルを選択します。 [Open] をク リ ッ ク して、オンラ

インでドキュ メン ト を表示します。または [Download] をク リ ッ ク して、ご使用の

コンピュータにファ イルを配置します。
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Adobe Acrobat ファイル

Adobe Acrobat フ ァ イルは、 Acrobat 7.0 で作成されています。 表示する場合は、

Adobe Acrobat Reader バージ ョ ン 4.0 以降を使用して ください。 Web ブラウザに

Acrobat Reader がインス トールされていない場合は、 Adobe の Web サイ トからダ

ウンロードできます。

http://www.adobe.com

Acrobat Reader でドキュ メン ト を表示している間は、 1 ページ、複数ページ、 また

は全ページ分のドキュ メン ト を印刷できます。

Linux で .PDF ファ イルを表示するには、 次のよ うに入力します。

acroread filename.pdf
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4 coda の設定
はじめに

coda は、 HP Operations Agent 用の軽量なデータ収集エージェン ト です。 coda は
Performance Agent のサブセッ トで、 Performance Agent の通信経路と して動作しま

す。 すべての設定パラ メータは、 coda 名前空間および coda.comm 名前空間内で

コマンド  ovconfchg を使用して設定します。

coda 名前空間

次の表で、 coda 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。
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DISABLE_PROSPECTOR

このオプシ ョ ンでは、 HP Operations Agent および Performance Agent の両方がイン

ス トールされている場合の、 coda を介したデータ収集について設定します。 デ

フォルト値は false です。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set DISABLE_PROSPECTOR < 値 >

— true: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集しません。

— false: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集します。

coda 名前空間のパラメータ 説明 デフォルト値

DISABLE_PROSPECTOR HP Operations Agent と  
Performance Agent が共

存する環境において、 coda 
データ ソースからのデータ

収集を無効にするために使
用します。

false

ENABLE_PROSPECTOR Performance Agent のス

タンド アロン環境において、
coda データ ソースからの

データ収集を有効にするた
めに使用します。

false

SSL_SECURITY coda からの安全性の高い通

信を有効にする場合に使用
します。

NONE

RESPONSE_SIZE_LIMIT coda によって割り 当てられ

るメ モリ の最大容量を指定
するために使用します。

104857600 
(100 メ ガバイト )
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ENABLE_PROSPECTOR

このオプシ ョ ンでは、 Performance Agent のみがインス トールされている場合の、

coda を介したデータ収集について設定します。デフォルト値は false です。 この

パラ メータは、 HP Operations Agent および Performance Agent の両方がインス トー

ルされている場合には無視されます。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set ENABLE_PROSPECTOR < 値 >

— true: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集します。

— false: coda は、 coda データ  ソース用のデータを収集しません。

SSL_SECURITY

このオプシ ョ ンは、 coda を介した安全性の高い通信を有効にします。 デフォルト

値は NONE です。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set SSL_SECURITY < 値 >

— NONE: coda は、 ローカル ク ラ イアン ト またはリモート  ク ライアン トに

対して SSL 接続を要求しません。

— REMOTE: coda は、 すべてのリモート接続に対して SSL を要求します。

— ALL: coda は、 すべての接続 ( ローカルおよびリモート ) に対して SSL 
を要求します。

coda の Prospector が有効かど うかを確認するには、 次のコマンドを入力します。

ovcodautil -dumpds coda

このパラ メータは、 システムに証明書が存在する場合にのみ使用します。証明書
は、 HP Operations Agent 8.x がシステムにインス トールされている場合にのみイ

ンス トールされます。
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RESPONSE_SIZE_LIMIT

このオプシ ョ ンは、 coda デーモンによってクエ リ応答に割り当てられる メモ リの

最大容量を指定します。 デフォルト値は、 104857600 (100 メ ガバイト ) です。

フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda -set RESPONSE_SIZE_LIMIT  < 値 >

coda 通信名前空間 (coda.comm)

次の表で、 coda.comm 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

指定した制限を超えた場合は、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

Response exceeds memory limits, use several smaller requests

coda.comm 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

SERVER_PORT ポート を設定するために使用します。 0

SERVER_BIND_ADDR サーバー ポート のバインド  アド レ

スを指定するために使用します。

INADDR_ANY

LOG_SERVER_ACCESS true に設定されている場合、coda
はサーバーへのアク セスをすべて
記録します。 記録される情報には、
送信側 IP アド レス、 要求さ れた

HTTP アド レス、 要求された HTTP
メ ソ ッ ド 、および応答ステータスが
含まれます。

false
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SERVER_PORT

coda が使用するデフォルト  ポート を設定できます。ポートのデフォルト値は 0 で
す。 ポートが 0 に設定されている場合、 オペレーティング システムによって、空

いている最初のポート番号が割り当てられます。 ovconfchg ツールを使用して、

Performance Agent システムでのポート設定を変更します。 以下のコマンドを入力

します。

ovconfchg -namespace coda.comm -set SERVER_PORT < ポート番号 >

SERVER_BIND_ADDR

このオプシ ョ ンでは、サーバー ポートのバインド  アドレスを指定します。この値

が localhost に設定される と、 coda サーバーへの通信はすべて ovbbccb を通して

行われます。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR < バイン

ド  アドレス >

LOG_SERVER_ACCESS

このオプシ ョ ンを使用する と、 サーバーへのアクセスを有効 / 無効にできます。

このオプシ ョ ンが true に設定されている場合、 coda はサーバーへのアクセスを

すべて記録します。 記録される情報には、 送信側 IP アドレス、 要求された HTTP
アドレス、要求された HTTP メ ソ ッ ドおよび応答ステータスが含まれます。通常、

この値は変更しません。

ovconfchg -namespace coda.comm -set LOG_SERVER_ACCESS < 値 >
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単一ポート通信

これは、 Performance Agent 4.70 のデフォルトの通信方式です。 coda で単一ポート

通信を有効にする場合、 次のオプシ ョ ンを使用します。

ovconfchg -ns coda -set SSL_SECURITY REMOTE/ALL

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR localhost

複数ポート通信

coda で複数ポート通信を有効にする場合、 次のオプシ ョ ンを使用します。

ovconfchg -ns coda.comm -set SERVER_BIND_ADDR ""

coda で単一ポート通信と複数ポート通信のどちらが有効かを確認するには 2 つ
の方法があ り ます。

1 ポートが単一ポート通信または複数ポート通信のどちらで使用されているか
を、ローカル ホス ト  マシンから確認するには、次のオプシ ョ ンを使用します。

bbcutil -reg

単一ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

BasePath=/Hewlett-Packard/OpenView/Coda/
Protocol=HTTPS
BindAddress=localhost
Port=59814
Authentication=NONE

返された値が localhost または 127.0.0.1 の場合は、単一ポート通信です。

複数ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

BasePath=/Hewlett-Packard/OpenView/Coda/
Protocol=HTTPS
BindAddress=ANY
Port=381
Authentication=NONE

返された値が localhost 以外の場合は、 複数ポート通信です。

bbcutil は、 < インス トール ディ レク ト リ >/bin ディ レク ト リにあ り ます。
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2 ポートが単一ポート通信または複数ポート通信のどちらで使用されているか
を、 ローカル ホス ト以外のシステムから確認するには、 次のオプシ ョ ンを使

用します。

       ovcodautil -n < ホス ト名 > -ping

次に例を示します。

ovcodautil -n ovphpt4 -ping

単一ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

Ping of 'OvBbcCb' at: 'http://ovphpt4:383/Hewlett-Packard/OpenView/
BBC/ping'  successful

Ping of 'Coda' at: 'http://ovphpt4:383/Hewlett-Packard/OpenView/
Coda/' successful

複数ポート通信の場合、 以下のよ うに表示されます。

ovcodautil -n ovphpt4 -ping

Ping of 'OvBbcCb' at: 'http://ovphpt4:383/Hewlett-Packard/OpenView/
BBC/ping'  successful

Ping of 'Coda' at: 'http://ovphpt4:62581/Hewlett-Packard/OpenView/
Coda/' successful

複数ポート通信の場合は、 2 つの出力でポート番号が異なり ます。

coda ク ラ イアン トの場合、 coda.comm 名前空間のすべてのパラ メータは、

bbc.http 名前空間に定義されているパラ メータよ り優先されます。
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通信ブローカー名前空間 (bbc.cb)

次の表で、 bbc.cb 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

SERVER_PORT

通信ブローカーが使用するデフォルト  ポート を設定できます。ポートのデフォル

ト値は 383 です。ovconfchg ツールを使用して、Performance Agent システムでの

ポート設定を変更します。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace bbc.cb -set SERVER_PORT < ポート番号 >

SERVER_BIND_ADDR

このオプシ ョ ンでは、サーバー ポートのバインド  アドレスを指定します。フォー

マッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace bbc.cb -set SERVER_BIND_ADDR < バインド  ア
ドレス >

bbc.cb 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

SERVER_PORT ポート を設定するために使用します。 383

SERVER_BIND_ADDR サーバー ポート のバインド  アド レ

スを指定するために使用します。

INADDR_ANY

通信ブローカー ポート名前空間 (bbc.cb.ports) にすでにポートが定義されてい

る場合は、 そのポートがデフォルト  ポート と して割り当てられ、 SERVER_PORT
の値が無効となり ます。
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通信ブローカー ポート名前空間 (bbc.cb.ports)

次の表で、 bbc.cb.ports 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

bbc.cb.ports 名前空間

のパラメータ 説明 デフォルト値

PORTS ネッ ト ワーク内で、 ホスト 上のア
プリ ケーショ ンが通信する可能性
があるすべての通信ブローカー用
のポート のリ スト を定義するため
に使用します。

クライアント  アプリ ケーショ ンは

このリ スト を対象ポート と して使
用し、 ネッ ト ワーク内の通信ブ
ローカーと 通信を行います。 この
ポート 設定内のエント リ と ホスト
名が一致する場合は、 ローカルの
通信ブローカー ポート が通信用

ポート と して設定されます。

ポート の値の
デフォ ルト 設定
はあり ません。
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PORTS

この設定パラ メータはすべてのノードで同じ値に設定します。 特定のホス ト上の
通信ブローカーのポート番号を変更する場合は、 パラ メータにホス ト名を追加し
ます。

次に例を示します。

name.hp.com:8000

アスタ リ スクをワイルド  カード と して使用する と、 ネッ ト ワーク全体を指定

できます。

*.hp.com:8001

ホス ト名のリ ス ト内のエン ト リ を区切るには、 コンマまたはセ ミ コロンを使用し
ます。

次に例を示します。

name.hp.com:8000, *.hp.com:8001

この例では、末尾が hp.com のホス ト名の BBC 通信ブローカーがポート  8001 を使

用するよ う設定しています。 ただし、 ホス ト名が 「name」 の場合はポー ト  8000
を使用します。 その他の場合はすべてデフォルトのポート  383 を使用します。

また、IP アド レスと アスタリ スク  (*) を使用してホスト を指定するこ と もできます。

次に例を示します。

15.0.0.1:8002, 15.*.*.*:8003

ポート を設定するには、 次のコマンドを実行します。

ovconfchg -namespace bbc.cb.ports -set PORTS <ポート番号 >
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HTTP 名前空間 (bbc.http)

次の表で、 bbc.http 名前空間の設定パラ メータの一覧を示します。

RESPONSE_TIMEOUT

このオプシ ョ ンは、応答を待機する最大秒数を指定するために使用します。デフォ
ルト値は 300 です。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ovconfchg -namespace bbc.http -set RESPONSE_TIMEOUT < 値 >

CLIENT_PORT

このオプシ ョ ンでは、 ク ラ イアン ト要求のバインド  ポート を指定します。デフォ

ル ト値は ポート 0 です。 オペレーティ ング システムによって、 空いている最初

のポートが割り当てられます。 ローカルホス トへの要求の場合、 このパラ メータ
は無視されます。

bbc.http 名前空間の

パラメータ 説明 デフォルト値

RESPONSE_TIMEOUT 応答を待機する最大秒数を指定す
るために使用します。

300

CLIENT_PORT クライアン ト要求のバインド ポー

トを指定します。

0

PROXY 指定したホス ト名に使用するプロ
キシおよびポートを指定します。

プロキシの値の
デフォル ト 設定
はありません。

Windows システムでポー ト を再利用する際、 すぐにはポー ト が開放されないた

め、 このパラ メータには大きめの値を設定します。
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PROXY

指定したホス ト名に使用するプロキシおよびポート を指定します。

フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

proxy:port+(a)-(b);proxy2:port2+(a)-(b); ...;

この例で、 変数 a および変数 b は、 プロキシに適用するホス ト名をコンマまたは

セ ミ コロンで区切った形式のリ ス トです。

a: プロキシを使用します

b: プロキシを使用しません

最初に適合したプロキシが選択されます。

また、 ホス ト名の代わりに IP アド レスを使用できます。 たとえば、 15.*.*.* も、

正しい数のピ リオドおよびコロンが指定されているため、 有効とな り ます。
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用語集
alarmdef ファイル

アラームの状態を特定するアラーム定義を含むファイルです。

coda デーモン

収集したデータをアラーム ジェネレータや scopeux ログ ファ イルまたは DSI ロ
グ ファ イルを含むデータ  ソースの分析製品に提供するデーモンです。 coda は
detasources 設定ファイルにリ ス ト されているデータ  ソースから、データを読

み込みます。

datasources ファイル

/var/opt/OV/conf/perf/ ディ レク ト リにある設定ファ イルです。ファ イル内

の各エン ト リは単一のログ ファ イル セッ トから成る  scopeux または DSI データ

ソースを示しています。 「perflbd.rc」、 「coda」、 および 「データ  ソース」 も参照

して ください。

datasources 設定ファイル

/var/opt/OV/conf/perf/ ディ レク ト リにある設定ファ イルです。ファ イル内

の各エン ト リは単一のログ ファ イル セッ トから成る  scopeux または DSI データ

ソースを示しています。

default.txt

HP ソフ ト ウェア アプ リ ケーシ ョ ンで通信パラ メータをカスタマイズするために

使用する通信設定ファイルです。

DSI

「データ  ソース統合 (DIS)」 を参照して ください。
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DSI ログ ファイル

Performance Agent の DSI プログラムによって作成される、自己記述型のデータを

含むログ ファ イルです。

extract

Performance Agent のプログラムの 1 つで、生のログ ファ イルまたは事前に抽出し

たログ ファ イルからデータを抽出 ( コピー ) し、抽出ログ ファ イルに書き込みま

す。 また、分析プログラムで使用するために、データを書き出すこ とができます。

Glance

Glance (GlancePlus) は、 ユーザー端末やワークステーシ ョ ンに現在のパフォーマ

ンス  データを直接表示するオンラインの診断ツールです。システムのパフォーマ

ンス障害が発生した場合は、 障害の識別と解決の支援ツールと して機能します。

logappl

ユーザーが定義した各アプ リ ケーシ ョ ンのプロセスの測定値を含む生ログ ファ

イルです。

logdev

ディ ス クや netif などの個別デバイスのパフォーマンスの測定値を含む生ログ

ファ イルです。

logglob

システム全体の作業負荷、 つま り グローバルな作業負荷の測定値を含む生ログ

ファ イルです。

logindx

他のログ ファ イルに含まれるデータにアクセスする際に必要となる追加情報を

含む生ログ ファ イルです。

logproc

選択された 「対象プロセス」 の測定値を含む生ログ ファ イルです。 プロセスが初

めて作成されたと き、プロセスが終了したと き、および CPU 使用量、ディ スク使

用量、 応答時間などに対してユーザーが定義したしきい値を超えたと きに、 プロ
セスは 「対象プロセス」 とな り ます。
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logtran

ト ランザクシ ョ ン データの測定値を含む生ログ ファ イルです。

midaemon

ト レース  データを  Measurement Interface カウンタ  データに変換し、メモ リ  ベース

の MI パフォーマンス  データベースを使用してカウンタを保持する  Performance
Agent プログラムです。 このデータベースは、 scopeux のよ うなコレク タ  プログ

ラムによ りアクセスされます。

ovbbccb

ovc で制御される通信をベース と した HTTP(S) 用の Operations Manager 通信ブ

ローカーです。 「coda」、 および 「ovc」 も参照して ください。

ovc

Operations Manager の制御プロセスおよび監視プロセスです。 ス タン ド アロン

Performance Agent のインス トールでは、 ovc によって coda および ovbbccb が
監視および制御されます。 Operations Manager for UNIX 8.x エージェン トがインス

トールされたシステムに Performance Agent をインス トールする場合も、 ovc に
よ って Operations Manager for UNIX 8.x プロ セスが監視および制御されます。

「coda」、 および 「ovbbccb」 も参照して ください。

ovpa スクリプ ト

scopeux データ  コレ ク タ、 アラーム  ジェネレータ、 ttd、 midaemon、 および

coda などの Performance Agent のプロセスを開始、 終了、 再開始するオプシ ョ ン

を含んだ Performance Agent スク リプ トです。 ovpa の man ページも参照して くだ

さい。

parm ファイル

データ収集方法をカスタマイズするために、scopeux によ り使用されるパラ メー

タを含む Performance Agent のファイルです。

perflbd.rc

/var/opt/perf/ ディ レク ト リにある設定ファ イルです。 このファ イルは、

datasources ファ イルへのシンボ リ ッ ク  リ ンク と して管理されます。

「datasources ファイル」 も参照して ください。
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Performance Manager

マルチベンダー分散型ネッ ト ワーク  システムの統合型パフォーマンス管理を提

供します。 1 台のワークステーシ ョ ンを使用して、 数十から数千のノード  サイズ

に及ぶネッ ト ワーク上の環境パフォーマンスをモニタします。

perfstat

システムにインス トールされたパフォーマンス  プロセスの全ステータスを表示

するプログラムです。

run ファイル

scopeux プロセスが動作中であるこ とを示すために、scopeux コレク タによって

作成されます。 run ファ イルを削除する と  scopeux は終了します。

scopeux

パフォーマンス  データを収集した後、分析または記録用と して生ログ ファ イルに

データを書き込む ( 記録する ) Performance Agent データ収集プログラムです。「生

ログ ファイル」 も参照して ください。

scopeux ログ ファイル

「生ログ ファイル」 を参照して ください。

status.scope ファイル

ステータス、 データの不整合、 およびエラーを記録するために、 scopeux コレク

タによって作成されます。

ttd.conf

ト ランザクシ ョ ン名、 パフォーマンス分布範囲、 サービス  レベルの目標など、 各

ト ランザクシ ョ ンおよび追跡される情報を定義する ト ランザクシ ョ ン設定ファイ
ルです。

utility

Performance Agent のプログラムの 1 つで、 生ログ ファ イルと抽出ログ ファ イル

のオープン、 リサイズ ( サイズ変更 )、 スキャン、およびレポート作成を可能にし

ます。 このプログラムを使用する と、 parm ファ イルと  alarmdef ファ イルの構

文が確認でき、 過去のログ ファ イル データのアラーム情報が取得できます。
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アプリケーシ ョ ン

関連のプロセスまたはプログラム  ファ イルのユーザー定義グループです。アプ リ

ケーシ ョ ンは、パフォーマンス  ソフ ト ウェアがパフォーマンス  メ ト リ ッ クを収集

し、 プロセスおよびプログラムのアクティビティを一括して報告できるよ うに定
義されます。

アプリケーシ ョ ン ログ ファイル

「logappl」 を参照して ください。

アラーム

パフォーマンスがユーザー指定のアラームの基準に一致した時間、 またはその基
準を超えた時間を意味します。 アラーム情報は、 Performance Manager などの分析

システムや Operations Manager に送信されます。 utility プログラムを使用する

と、 過去のデータ  ログ ファ イルでアラームを識別できます。

アラーム ジェネレータ

アラーム情報の通信を処理します。 これは、 perfalarm および agdb データベー

スで構成されます。 agdb データベースは、 アラームが送信される  Performance
Agent 分析ノード  ( 存在する場合 ) のリ ス ト 、およびアラーム情報が送信される時

間と場所を定義するために必要な各種の on または off フラグで構成されます。

グローバル

システム全体を意味する修飾子です。

グローバル ログ ファイル

「logglob」 を参照して ください。

システム識別番号

システムを識別する文字列です。デフォルト は uname -n で返されるホスト 名です。

対象プロセス

プロセスが初めて作成されたと き、 プロセスが終了したと き、 および CPU 使用

量、 ディ スク使用量、 応答時間などに対してユーザーが定義したしきい値を超え
たと きに、 プロセスは 「対象プロセス」 とな り ます。
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抽出ログ ファイル

extract プログラムによって作成されるログ ファ イルです。 ユーザーが選択し

たデータの範囲とデータ型を含みます。抽出ログ ファ イルは、 ワークステーシ ョ

ンの分析ツール、 Performance Agent によ り 最適ア クセスが可能になる よ う に

フォーマッ ト されています。 このファ イルのフォーマッ トは、 extract プログラム

と  utility プログラムヘの入力に最適であ り、パフォーマンス  データのアーカイブ

にも適しています。

データ  ソース

単一の scopeux または DSI ログ ファ イル セッ ト内の 1 つ以上のデータ  ク ラス

で構成されます。たとえば、Performance Agent の SCOPE データ  ソースは、グロー

バルなデータから成る  scopeux ログ ファ イル セッ トです。 「datasources フ ァ

イル」 も参照して ください。

データ  ソース統合 (DSI)
Performance Agent がアプリ ケーシ ョ ン、 データベース、 ネッ ト ワーク、 他のオペ

レーティング システムなどの外部ソースからデータを受信し、記録して、 アラー

ムを検出するこ とを可能にする技術です。

デバイス

システムに接続されている入出力デバイスです。ディ スク  ド ラ イブ、テープ ド ラ

イブ、 DVD-ROM ド ラ イブ、 プ リ ンタ、 ユーザー端末などは共通デバイスです。

デバイス ログ ファイル

「logdev」 を参照して ください。

ト ランザクシ ョ ン追跡

Performance Agent で使用されている技術で、情報技術 (IT) のリ ソース  マネージャ

が、ビジネス  アプリ ケーシ ョ ン  ト ランザクシ ョ ンのエンドツーエンドの応答時間

を測定できるよ うにします。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル

「logtran」 を参照して ください。
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生ログ ファイル

scopeux が収集するシステム データの要約された測定値を含むファ イルです。

「logappl」、 「logproc」、 「logdev」、 「logtran」、 および 「logindx」 を参照して く

ださい。

プロセス

プロ グ ラ ム フ ァ イルを実行し ます。 対話型のユーザー (normal、 nice または

realtime のいずれかの優先順位で実行中のプロセス ) またはオペレーティング シ
ステムのプロセスを示します。

プロセス ログ ファイル

「logproc」 を参照して ください。

リアルタイム

イベン トが発生する実際の時間です。

リサイズ

utility プログラムの resize コマンドを使用して、 ログ ファ イル全体のサイ

ズを変更します。

ログ ファイル セッ ト

単一のソースから収集されたデータから成るファ イルの集ま りです。
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